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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文は、以下に示す全５章から構成されている。 
第１章、はじめにでは、肥満と関わる社会的背景、肥満の要因に関する先行研究、健
康認識および肥満の定義と本論文の目的について述べている。若年女性は痩身志向が強
く、間違った食習慣や運動習慣に関する過剰といえる情報が氾濫するなかで、体重は低
下しているが、体脂肪率の高い隠れ肥満は 30～40%にのぼる。隠れ肥満は容易に肥満
に移行する可能性が高く、生活習慣病になる危険性もある。肥満になる要因は多岐にわ
たり、食習慣の乱れ、運動習慣がなく、喫煙習慣や飲酒習慣があり、睡眠不足などの生
活習慣が関与している。本論文は、身体測定、睡眠状況、食生活、そして健康認識から
なる一連の情報と肥満との関連を明らかにしたうえで、若い世代の女性に対する効果的
な肥満対策を提案するものである。 
第２章、方法では、調査対象、身体測定、睡眠の質・時間、食行動のずれ・くせ、な
らびに健康認識に関する調査について述べている。調査対象は、某私立大学に所属する
1～4 年生の女子大学生の 111 人である。身体計測は身長、体重、体脂肪率、ウエスト
周囲径を測定し、体脂肪率 28％以上・未満とウエスト身長比 0.5 以上・未満に分類し
た。睡眠の質を調べる睡眠健康調査票簡易版、食行動のずれ・くせを調べる食行動質問
票、健康認識を調べる健康認識質問票の詳細を述べている。 
第３章、結果では、身体測定、質問票調査の結果について述べている。対象者のうち、
体脂肪率が 28%未満群は 40人、以上群は 71人であった。体脂肪率と睡眠の質を調査
した結果、睡眠の質のいびきとむずむず脚・四肢運動異常の項目が体脂肪率 28%以上
群と関連があり、体脂肪率 28%以上群およびウエスト身長比 0.5以上群は、食行動のず
れ・くせとの関連があった。生活習慣の認識においては、運動や体力づくりに気をつけ
ていない割合は 64%、ストレス対処に気をつけていない割合は 55.9%、睡眠に気をつ
けていない割合は 54.1%であった。 
第４章、考察では、肥満と睡眠（時間・質）、食行動のずれ・くせおよび健康認識と
の関連について考察している。肥満者は上気道に脂肪や軟部組織が発達しているため、
上気道が狭窄化しており、いびきが起こりやすい状態であると考えられることから、体
脂肪率 28%以上群といびきとの関連があったことを述べている。むずむず脚・四肢運
動異常は、鉄や葉酸が不足してもなりやすく、体脂肪率 28%以上群は未満群に比べて
食行動のずれ・くせも見られることから、体脂肪量が高くなり易い炭水化物を中心とし
た偏った食生活をしていることが多いと考察している。また、体脂肪率と睡眠の質との
関連があったことより、対象者の肥満に対する第一段階の支援対策としては、睡眠の質
と肥満との関連を説明する情報提供を行うことが必要であると述べられている。  
第５章、総論では、本論文のまとめと今後の課題について述べている。BMI では見
逃される脂肪組織が過剰に蓄積した状態を知るために、女子大学生の場合には、体脂肪
率とウエスト身長比の尺度を用いることが必要である。睡眠の質と体脂肪率に関連があ
ったことから、肥満になる要因の 1つに睡眠の質の視点を取り入れる必要がある。また
今後の女子大学生のより効果的な肥満対策には、未病の状態の前の段階から、健康に関
する認識からなるニーズを把握することが必要である、と述べられている。課題として
は、今後の肥満対策において、対象者の健康に関する認識、生活習慣の睡眠の質を取り
入れたプログラムを作成して、介入前後の効果を評価するなど、実証研究を継続するこ
とが考えられた。 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文に関し調査委員から、女子大学生を対象にした理由、身体計測で用いた尺度の
理由、健康認識と肥満との関連、女子大学生の睡眠の質と肥満との関連についての質問
がなされたが、いずれも著者から明確な回答が得られた。 
 また、公聴会においても、多数の出席者があり、種々の質問がなされたが、いずれも
著者の説明によって質問者の理解が得られた。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査し
た結果、本論文が、博士（学術）の学位に十分値するものであると判断した。 
